
Ｂ－０６２ アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの作成 
（H18～H22） 

 
＜研究課題代表者＞ 

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 
研究部 助教  谷田貝 亜紀代 

 
＜研究参画者の所属機関＞ 

気象庁気象研究所、人間文化研究機構 
 
＜研究の概要（背景、目的、内容）＞  
アジアの水資源への温暖化影響を評価するためには、観測に基づく定量的な降水量データが必要であ
る。また、近年、気候モデルなどを用いた温暖化シミュレーションにおいて、豪雨や旱魃といった極
端現象の将来予測がなされ、それと同時に日単位の降水の統計的性質を議論できるような観測データ
が求められている。しかしそのモデル開発や研究に不可欠な、十分な精度のデータはほとんど整備さ
れていなかった。 

そのため、本研究では、アジアの雨量計観測値を収集し、高解像度日降水量グリッドデータセット
を作成した。また、温暖化予測に用いられる気象庁気象研究所の気候モデルで再現された降水量の検
証を行った。第 2期（H21～H22）には、アジア各国のデータ提供機関との関係維持によるデータおよ
び品質情報の入手・更新、作成したプロダクトの精度評価、温暖化影響評価研究への当該課題成果プ
ロダクトの利用推進、内挿手法の開発などを計画している。 
  
＜研究終了時の達成目標＞ 
・ アジア全域についてこれまで作成した0.5度および0.25度格子間隔の日降水量グリッドデータ

(1961-2004)が改良される。 
・ 気温データを作成することにより、影響評価研究に当該プロダクトがより広く利用される。 
・ 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の次期（第５次）報告書にむけて改良される気候モデ

ルの降水量が、本プロダクトにより検証され、モデルの改良に役立てられる。  
・ 将来のアジアへの温暖化影響を見据えた、地球環境施策（水資源管理・生態系の保護・砂漠化

防止など）に貢献する。 
 

＜平成18年度実績（41,223千円）、19年度実績（39,162千円）、20年度実績（47,536千円）＞ 
・ アジアの日降水量観測データを収集し、0.5度及び0.25度格子間隔の、日降水量グリッドデータ

を1961-2004年について作成し、ホームページから公開した。  
・ 衛星・地理情報による降水分布の地形効果の表現手法を開発した。 
・ 捕捉率の補正手法を開発した。 
・ 作成されたグリッドデータにより気象研究所のモデルによる降水分布を検証した。特に観測お

よびモデルの極端降水変動特性・降水の確率密度関数の解析を行った。 
・ 初期プロダクト（V0804, 平成20年5月公開）のユーザーからのフィードバックを参考に、データ

の再作成（V0902）と公開を行った。またフィリピンにデータ作成指導を行った。  
・ EFFにより、イランの研究者との交流を通じて、イランのデータの改良とその早期警戒システ

ムへの活用を検討した。 
 
＜平成2１年度計画（47,806千円）＞ 
・ 観測データの入手と品質管理（QC）手法の開発を継続して行う。 
・ データ提供機関担当者を招聘し、キャパシティービルディングを行う。 
・ 水循環・水資源研究への応用および衛星プロダクト評価を行う。 
・ ユーザーフィードバックを基に、作成プロダクトの評価を行う。  
・降水量の内挿手法の改良を行う。 
・降水グリッドデータを用いた、モデル評価に関する応用研究を行う。 

 

＜平成22年度計画＞ 

・気温グリッドデータの作成を行う。 
・降水量プロダクトに雨雪判別の付加を行う。 
・21年度に引き続き、内挿手法の改良を行う。 
・21年度に引き続き降水グリッドデータを用いた、モデル評価に関する応用研究を行う。 

・5 年間の成果のまとめを行い、データ提供国、ユーザーフィードバックをもとに温暖化の水資源 
への影響評価についての提言をまとめる。 

 
 

＜国外の協力・連携機関、研究計画名＞  
 米国海洋大気庁国家環境予報センター(NCEP) 気候予報センター(CPC)、テルアビブ大学(イスラエル） 



研究参画者一覧（平成21年度）

Ｂ－062

＜研究体制・組織＞

研究代表者

(1)
◎ 谷田貝 亜紀代

渡邉　紹裕

窪田　順平

谷口　真人 人間文化研究機構　総合地球環境学研究所研究部　教授

(2)
○ 鬼頭　昭雄

上口　賢治

(3) 東アジアにおける降水・気温データの品質管理
○ 谷田貝 亜紀代 人間文化研究機構　総合地球環境学研究所研究部　助教

Zhao Tianbao 中国科学院大気物理学研究所
（EFF受入研究者 総合地球環境学研究所研究部助教 谷田貝亜紀代）
　

人間文化研究機構　総合地球環境学研究所研究部　助教

人間文化研究機構　総合地球環境学研究所研究部　教授

アジアの水資源への温暖化影響評価のための日降水量グリッドデータの
作成

谷田貝　亜紀代 大学共同利用機関法人人間文化研究機構 総合地球環境学研究所
研究部 助教（41才）

ユーザーフィードバックによる降水・気温データの作成と品質向上

研究課題名

人間文化研究機構　総合地球環境学研究所研究部　准教授

高解像度気候モデルの検証、及びそのための観測降水グリッドデータ内挿手法の改良に関する研究
気象庁気象研究所気候研究部部長

気象庁気象研究所気候研究部第一研究室研究官
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